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今月のおもな記事一一

。町民総合グランド

完成をめざし急ピッチ…（2)

。東部斎場7月1日開場…（2)

。町議会のうどき….....・H ・（3)

。出水期です水害に

備えよう...・H ・－－…...・H ・・・（4)

。ふるさと

ヤングスクー／レ開設……（5)
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朝
日
町
教
育
百
年
の
歩
み
（三〉

笹
川
小
学
校

〈
現
在
の
校
告
〉

〈
諏
訪
台
地
跡
の
校
全
口
、

写
真
は
、
大
正
十
年
頃
の
も
の
〉

笹
川
地
区
に
お
い
て
は
既
に
幕
未
か
ら

正
賞
寺
な
ど
に
「
で
な
ら
い
し
ょ
」
と
呼

ば
れ
る
寺
小
屋
ガ
開
設
さ
れ
て
い
定
。

明
治
の
学
制
発
布
後
に
よ
り
、
笹
川
は

泊
町
の
広
明
山
学
校
巳
属
し
、
遠
隔
の
山

間
部
活
力
う
通
学
し
て
い
だ
ガ
、
明
治
十

年
、
当
時
は
ト
ン
平
ん
も
な
〈
、
遠
く
笹

川
河
口
を
迂
回
し
て
の
通
学
は
鈎
少
の
兜

蓄
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
怠
る
だ
め
、

村
民
の
懇
願
に
よ
り
当
時
の
戸
長
小
柄
三

郎
兵
衛
氏
か
ら
笹
川
叫
学
椋
の
新
設
嘆
願

書
が
提
出
さ
れ
、
周
年
十
月
十
回
一
主
寛

寺
の
一
部
を
一
校
舎
に
充
当
し
て
「
盈
進
一
小

学
校
」
と
命
名
し
て
発
足
し
疋
c

当
時
、
男
四
十
二
、
女
十
一
の
児
雲
叡

で
あ
つ
だ
刀
、
板
金
ロ
ガ
狭
箇
芯
定
め
、
翌

十
一

年
、
正
覚
守
門
前
巳
新
慎
重
ガ
建
設

さ
れ
だ
巾

明
治
二
十
二
年
、
町
村
制
実
施
後
、
笹

川
、
宮
崎
を
合
併
し
て
宮
崎
村
を
創
設
、

明
治
四
十
一
年
十
月
、
新
綬
告
を
諏
詰
の

地
に
新
築
、
昭
和
十
八
年
五
月
、
現
在
地

に
一対
根
吉
ガ
建
築
さ
れ
今
日
巳
至
っ
て
い

ヱU
o本

絞
の
特
色
と
し
て
学
友
会
の
活
躍
ガ

寧
げ
ら
れ
る
ガ
、
明
治
四
十
二
年
頃
既
巳

学
友
会
ガ
作
ら
れ
、
常
に
教
育
の
革
新
に

つ
い
て
避
さ
し
、
山
〔
子
般
教
育
の
振
興
C
協

刀
し
℃
い
る
。

%
」
杓
を
一
冗
に
し
て
、
郷
工
史
料
の
発
引

や
、
大
正
五
年
か
ら
長
年
同
を
費
や
し
て

笹
川
史
橘
の
完
成
を
な
し
と
げ
て
い
る
ο

ま
だ
、
文
芸
活
動
も
熱
山
で
、
泊
町
の

再
門
家
を
招
い
亡
、
短
敵
、
俳
句
会
を
開

催
し、

あ
る
い
は
機
関
紘
「
笹
川
通
信
」

の
発
行
な
ど
、
今
日
の
P
T
A
や
後
援
会

も
及
ぼ
ぬ
活
動
は
他
に
比
類
ガ
な
い
。

同
僚
の
卒
業
生
中
に
は
、
現
在
工
建
、

教
育
、
そ
の
他
社
会
的
に
活
躍
し
て
い
る

人
ガ
少
く
な
い
。

(1) 
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町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
建
設

八
月
の
完
成
を
め
．さ
し
急
ピ

町
民
の
体
力
づ
く
り
と
健
康
増
進
に
役

立
て
よ
う
と
、
間
保
地
内
で
附
利
．
九
十
年

度
か
ら
町
民
総
合
グ
ラ

ン
ド
を
越
川
似
し
て

い
ま
す
が
、
八
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て

プ
W
ド
1
グ
ー
が
忙
し
く
引
き
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。

乙
の
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
ま
す
と
、
陸

上
競
技
は

一
周
一ご
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ

ヅ

ク
が
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
好
成
も
州
時
に

こ
か
所
で
行
え
る
広
ざ
が
あ
り
、
野
球
と

サ
ッ
カ
ー
も
同
時
に
行
え
ま
す
の

な
お
、
グ
ラ
ン
ド
の
東
側
に
は
、
町
民

総
合
体
育
館
が
、
間
利
五
卜
一
忙
度
中
に

建
設
さ
れ
ま
す
。

〈
写
真
は
、
鐙
投
中
の
町
民
総
合
ク
ヲ

ン
ド
ゾ
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ノレの立派な怖が完成しました。

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
で
は
、
昨
年
九

月
か
ら
、
東
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
前
の
三
枚

様
地
内
に
お
い
て
、
東
部
斎
場
（
火
葬
場
）

の
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
く

完
成
の
は
ζ
び
と
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
東
部
斎
場
は
、
朝
日
、
入
益
田刷
町

の
阿
世
火
葬
場
の
老
何
化
や
、
環
境
格
納

の
面
か
ら
も
近
代
的
な
火
葬
場
の
川下
期
実

現
が
関
係
方
面
か
ら
強
く
場
一定
れ
て
い
た

も
の
で
、
と
れ
に
あ
わ
せ
町
で
は
、
利
川

者
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ユ
型
権
継
車
を
配
備
い
た
し
ま
ず
か
ら
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
火
葬
場
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
斎
場
と
い
う
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
な

く
す
た
め
、
植
樹
や
築
山
、
池
の
造
成
な

ど
施
設
の
い
た
る
所
に
、
そ
の
配
慮
が
は

ら
わ
れ
て
お
り
、
煙
や
懇
由
民
に
つ
い
て
も

公
容
を
防
止
す
る
た
め
の
槌
備
が
な
さ
れ

（火葬場）場斎音B東
日開場二一一一7月一

て
お
り
ま
す
。

。
撞
政
事
業
概
要
。

級
事
業
費

一
億
六、

図

ー
人材
l

線

置

呈Jl,宮崎

イ立

一
万
円

山舟

J 1 l 

務
規

模
・
敷
地
面
積

・

炉

体

(2) 

玉
、
八

o
od

五
基
（
う
ち
、
汚
物
焼

却
炉
一
基
）

＜写奥は、残された陸の造成を急ぐ東部斎場＞

－
建

物
。
斎
場
棟
－
一
五
八
・
九
例

。
待
合
棟
二
七
六
・
四
ぽ

・
駐
車
場
三
十
台
収
容

－
火
現
時
間
六
十
分

t
七
十
分

級制使
用
料

－
年
齢
附
ロ
歳
以
上

一
体
に
つ
き

六
、
五

O
O円

．
年
齢
ロ
歳
以
下

一
体
に
っ
た
、
問
、
内

δ
O円

・

死

産一
胎
に
つ
き

－
、
五
ハ

δ
円

・
身
体
の
一
部

一
件
に
つ
き
一
、
五

O
O円

．
産
汚
物
類

一
件
に
つ
き
一
、
五

O
O円

た
だ
し
、
朝
日
町
及
び
入
善
町
以
外

の
居
住
者
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
五
割

増
と
し
ま
す
。

新
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町
議
会
の
う
ご
き

1
1
第
二
回
朝
日
町
議
会
臨
時
会

l
l

専 工

決事

処請

分負

の契

件約

な

ど

可
j夫

附
和
冗
十

一
年
第
二
回
朝
日
町
議
会
臨

時
会
は
、

T
h
月
十
五
日
会
期

一
日
・と
し
て

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
件

及
び
専
決
処
分
（制
限
告
第

一
号
、
第

e

一号）

二
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
川
伏
、
京
認

さ
れ
ま
し
た
。

V
可
決
さ
れ
た
も
の
企

さ

3
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

報……一あ

佐
味
野
教
室

学
習
は
じ
ま
る

昭和32年 8月 8日 rl-
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五
月
十
日
、
佐
昧
野
教
室
（
消
費
生
活

学
習
グ
戸
1
プ
・
清
水
と
も
子
学
級
長
）

の
者
十
一
年
度
開
級
式
が
朝
日
町
議
会
議

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
川
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
月
一
回
の
学

習
会
の
テ
l
マ
の
決
定
の
あ
と
、
直
ち
に

第
一
回
の
学
習
会
に
入
り
ま
し
た
。

「
ご
み
処
理
」
を
テ
l
マ
と
し
て
、
住

民
課
、
兵
庫
保
健
衛
生
係
長
か
ら
「
と
み

の
選
別
の
仕
方
」
な
ど
を
聞
い
た
後
、

町

内
の
不
燃
物
拾
場
、
東
部
清
捕
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
犠
に
、
増
大
、
多
糠
化
す

る
と
み
、
廃
棄
物
に
驚
く
と
と
も
に
、
学

び
得
た
知
識
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
よ

承

認

・
工
事
請
負
契
約
の
件

（
五
問
庄
小
学
校
プ
ー
ル
辿
設
工
事）

・
報
告
第
一
号
引
決
処
分
の
件

附
和
五
十
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）

－
報
告
第
二
号

m可
決
処
分
の
件

朝
日
町
税
条
例
の
－
部
を
改
正
す
る

条
例
の
ほ
か
一一．件

う
と
熱
心
に
質
問
、
メ
モ
を
と
る
安
も
み

え
午
後
零
時
一
ニ
O
分
過
ぎ
に
終
了
し
ま
し

た。
八
写
真
は
、

開
級
式
の
儀
子
V

H

朝
日
町
で
、
五
月
十

一て
日
夜
、
宙
？
を
利
用
じ

た
こ
人
組
の
犯
人
が
、

少
女
誘
か
い
未
遂
と
、

ピ
ス
ト
ル
強
焼
、
学
・
蛍

ひ
き
逃
げ
の
連
続
し
た

事
件
が
発
生
し
た
も
の

の
、
民枇同

一
致
の
協
力

で
、
約
五
十
分
後
に
ス

ピ
ー
ド
検
挙
さ
れ
た
H

と
い
っ
て
も
、
こ
れ

は
入
当
饗
wm刑
務
が
春
の

防
相
辿
助
の

一
僚
と
し

て
、
朝
日
町
伯
校
下
の

栄
町
（
少
女
誘
か
い
未
遂
）
束
三
浦
町

（
ピ
ス
ト
戸
強
盗
）
中
三
浦
町
（
ひ
き
逃

げ
）
な
ど
の
防
犯
連
絡
所
及
び
、
朝
日
町

消
防
署
の
協
力
で
行
っ
た
防
犯
模
疑
訓
練

で
し
た
。

乙
の
訓
練
は
、
と
れ
か
ら
夏
に
か
け
て

懸
念
さ
れ
る
痴
漢
対
策
、
事
を
利
用
し
た

各
種
附
悪
犯
罪
、
そ
れ
に
ひ
き
逃
げ
事
件

の
発
生
を
想
定
し
、
犯
人
の
人
相
、
臨
装
、

車
の
ナ
ン
バ

ー
、
議
色
な
ど
を
見
わ
け
で

一
一
O
番
通
報
か
ら
現
場
保
存
ま
で
の
初

動
捜
査
を
重
点
に
実
施
、
町
内
の
防
犯
組

合
員
ゃ
、
関
係
者
は
本
採
さ
な
が
ら
の
緊

張
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
犯
人
の
ス
ピ
ー
ド

逮
捕
に
ほ
っ
と
？
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
各
戸
の
防
犯
診
断
も
一
斉
に

行
わ
れ
、
町
の
守
り
を
聞
め
ま
し
た
。

c士の叩入：：訂スピード検挙 ｜ 
（
防
犯
標
語
）

防
犯
で
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ

明
る
い
社
会

（
入
善
嘗
察
署
）

－
防
犯
功
労
者
表
彰
A

マ

県
防
連
功
労
者
表
彰

水
島
畑
次
郎
さ
ん

五
月
二
十
七
日
、
市
町
村
会
館
で
開
催

さ
れ
た
富
山
県
防
犯
協
会
迎
合
会
の
席
上

で
水
島
畑
次
郎
さ
ん
（
下
機
尾
）
が
防
犯

功
労
者
と
し
て
波
彬
さ
れ
ま
し
た
。

水
島
さ
ん
は
附
和
四
十

二
年
地
区
防

犯
役
員
に
就
任
、
以
来
、
地
風
防
犯
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
強
い
関
心
を
よ
せ

ら
れ
、
日
夜
本
先
、
防
犯
活
動
に
尽
く
さ

れ
た
幼
績
に
よ
り
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

黒
東
防
犯
協
会
長
表
彰

(3) 

一
団
体
、
二
個
人
に

日
月
二
十
一
日
、
入
善
融
商
務
署
で
開
催

さ
れ
た
黒
東
防
犯
協
会
の
総
会
で
朝
日
町

か
ら
次
の
万
々
が
防
犯
功
労
者
〈
間
体
）

と
し
て
い
火
絡
さ
れ
ま
し
た
。

。
門
口
一
郎
さ
ん
（
金
山
）

地
域
防
犯

O
水
島
文
子
さ
ん
（栄
町）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

O
大
家
庄
校
下
防
犯
組
合
地
域
防
犯

こ
れ
ら
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
と
か
く

陥
の
目
を
み
な
い
韓
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
の
永
年
の
地
味
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
心
か
ら
感
謝
と
お
祝
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
同
時
に
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
今

一
度
、
防
犯
に
つ
い
て
考
え
明
る
い
社
会

づ
く
り
ぞ
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

「
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
で
｜
」

「
林
野
庁
長
官
表
彰
」

町
営
造
林
地

朝
日
町
に
お
い
て
は
、
約
三
十
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
町
営
造
林
地
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
中
部
日
本
治
山
治
水
連
問
主
催

で
、
第
二
十
一
回
中
部
九
県
造
体
コ
ン
ク

l

戸
が
行
わ
れ
、

公
有
林
の
部
で
応
募
し

た
山
崎
稲
荷
林
の
町
営
造
林
地
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
、
林
野
庁
長
官
賞
に
決
ま
り
、
五

月
二
十

一
日
名
古
屋
営
林
局
で
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。

と
の
コ
ン
ク
l
戸
は
、
中
部
九
県
に
お

け
る
す
ぐ
れ
た
造
林
団
体
や
優
良
林
地
を

選
び
、
そ
の
業
績
を

一
般
に
紹
介
す
る
も

の
で
す
。

守’a
n
H
U
F
h
u



出
水
期
で
す

昭和 5I年 6月 I0日
月刊（毎月 I0日発行）

水
害
に
備
え
よ
う

;ti 2 5 u早

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
出
水
の
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て

被
害
の
椛
滅
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

V
気
象
情
報
等

・
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
等
の
L
A
象
情
報
及

び
防
災
上
の
情
報
に
什
同
意
す
る
ζ

と

．
…
作
屯
に
備
え
て
、快
中
沼
灯
、
卜
一
ソ
ン

『

J

ス
タ
1
一ソ
，シ
オ
等
を
耐
え
る
こ
と

．
い
ざ
と
い
う
と
き
の
世
知
場
所
を
限

必
し
て
お
く
こ
と

V
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

－
川
刊
は
高
い
所
に
船
積
一
ね
て
世
く
こ
と

・
た
ん
す
引
き
川
し
は
、
政
い
て
高
い

所
に
躍
く
こ
と

－
低
気
、
ガ
ス
等
の
一
川
は
、
必
ず
山
っ

て
お
く
ζ

と

V
避
難
す
る
と
き

・
岩
人
、
子
供
、

一削

ωμ刊
を
ま
す
け
F
H

に
迎
怖
さ
せ
る
と
と

－
火
の
的
末
、

一円
削
ま
り
を
山
川
八
十
じ
行

う
こ
と

ハη山
（は
欠
製
し
た
山
川
V

ひさあ幸員ー広昭和32年 8月 8B 
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こ
く
み
ん
年
金

か
け
金

十
五
年
で

老
齢
年
金

国
民
年
金
の
老
船
年
金
は
、
保
険
料
を

一一
十
五
年
間
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
（
但
し
、
昭
和
五
年
間
月

一
円

以
前
生
ま
れ
の
人
は
、
十
年
か
ら
二
十
四

年
に
短
縮
）
。

ま
た
、
陽
子
、
遺
児
、
陣
申
前
年
余
等
は
、

民
低

一
年
以
上
の
保
険
料
納
付
筒
期
間
が

あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
加
入
の
M
が

遅
れ
た
り
、
保
険
料
が
本
納
で
あ
っ
た
り

し
て
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
念
な
い

人
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
は
、
次
の
条
打
に
波
山
1

し
ま
せ

ん
カ

務
適
用
も
れ
に
な
っ
て
い
る
人

一
一十
段
以
上
六
十
政
ト
ボ
制
の
人
で
、

厚
生
年
金
や
各
稀
共
昨
年
余
な
ど
を
か

け
て
い
な
い
人

（尚
業
、
版
業
な
ど
白

川
楽
に
従
事
す
る
人
）

務
ニ
＋
織
に
な
っ
た
人

今
年
、

二
十
泌
を
迎
え
た
商
業
、

農

業
な
ど
什
仰
業
に
従
事
す
る
人
、
件
処

生

・
理
美
容

・
料
用
学
校
等
の
学
住

務
公
的
年
金
か
ら
の
移
行
者

会
社
、

工
場
等
の
サ
－
7

リ
｜
マ
ン
を

や
め
て
、
他
の
公
的
年
余
を
か
け
な
く

な
っ
た
人

闘機
若
年
任
意
加
入
者

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
、
年
金

受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
、
ト
八
九
γ
ぺ
な
ど

銭
付
加
年
金
加
入
者

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

定
額
保
険
料
（

一
、
問
。
。
円
）
を
納

め
ま
す
（
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
だ
れ
で
・
も
加
入
で
き
ま

す）
0

－

な
お
、
保
険
料
は
、
問
月

一
日
か
ら

一

か
月
一
、
四

O
O円
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
納
付
月
に
は
必
ず
納
め
、
米
納
に
な

ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

経
営
移
譲
年
金
の

給
付
が
今
年
か
ら

は
じ
ま
り
ま
し
た

農
業
者
年
金
は
、

三
十
ア
1

山戸以
上
の

農
業
続
営
主
や
、
そ
の
後
継
者
で
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
加
入
す
る
ζ

と

が
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
は
、
紙
常
移
譲
年
余
と

際
業
者
老
令
年
金
の
一
利
矧
の
給
付
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
椛
尚
移
譲
年
金
の
給
付
が

今
年
か
い
っ
的
ま
り
ま
し
た
。

何
析
は
移
譲
住
・
合
と
は
、
保
険
料
を
納
め

た
則
附加
引けが
法
体
で
定
め
た

一
・
足
期
間
以

k
あ
る
人
が
、
J

ハ
ドl

．h
山
崎
に
な
る
ま
で
に

月
分
の
粁
常
を
後
紙
ぎ
や
他
の
農
家
等
に

譲
れ
ば
終
身
も
ら
え
る
年
金
で
す
。

V
経
営
移
譲
と
は

本
人
名
義
の
円
作
地
と
小
作
胞
の
権
利

を
後
継
者
へ
後
継
ぎ
）
か
第
一
一
一
者
（
他
の

農
家
惇
）
に
移
す
こ
と
を
い
い
、
そ
の
場

合
に
所
有
権
を
も
っ
脱
出

〈例
入
地
も
合

む
。）

が
－
一
十
プ
ー
ル
以
上
あ
る
乙
と
が

必
裂
で
す
。

V
い
つ
か
ら
も
ら
え
る
か

目ハ
ト
般
に
な
る
ま
で
に
粁
川
修
設
し
た

人
は
、
ムハ
ドl
歳
に
注
し
た
月
の
洲
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
か
ら
六
十
五
蹴
に
な
る
ま
で
に

経
営
移
譲
し
た
人
は
、
そ
の
移
譲
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
に
な
っ
て
経
営
移
譲
し

て
も
こ
戸
年
金
は
も
ら
え
ず
、
農
業
者
老

齢
年
金
の
み
と
な
り
ま
す
。

V
い
く
ら
も
ら
え
る
か

金
額
は
保
険
料
の
納
付
期
間
に
よ
っ
て

異
り
ま
す
。
農
業
者
年
金
を
も
ら
う
に
は
、

二
十
年
以
上
保
険
料
を
納
付
す
る
ζ

と
が

必
嬰
で
す
が
、
大
正
五
年
一
月
か
ら
附
和

十
年

一
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、
一九住ー

か
ら
十
九
年
の
知
総
措
慌
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
大
正
五
年
生
ま
れ
の
人
は
、

丸
五
年
間
保
険
料
を
納
め
移
譲
し
た
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
傾
は
年
額
二

一
一
、
二

O
O
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
乙

の
金
額
は
六
十
五
歳
ま
で
で
、
そ
れ
以
降

は
十
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
が
、
六
十

五
絞
か
ら
支
給
さ
れ
る
農
業
者
老
餅
年
金

と
併
せ
て
も
ら
え
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
と
と
は

農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

み
ん
な
で
知
ろ
う

防

災

対

策

テ
レ
ビ
に
よ
る

防
災
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

災
害
の
お
そ
ろ
し
さ
を
問
さ
ん
は
十
分

ご
承
知
の
と
と
と
思
い
ま
す
が
、

一
度
発

生
す
れ
ば
、
財
産
ど
ζ

ろ
か
、
内
命
ま
で

失
っ
て
し
ま
い
す
。

と
の
防
災
に
対
す
る
知
織
を
、
日
頃
か

ら
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
股
少
限
に
防
止
す

ヲ

t
Q
u
n
b

18 11 
日 日

(4) 

る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

富
山
テ

ν
ピ
、
北
日
本
放
送
で
は
、
こ

れ
ら
の
知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
、
次
の
日
程
で
放
送

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
毎
週
日
曜
日
放
送
H
午
前
8
時
泊
分

か
ら
午
前
8
時
四
分
ま
で
〉

6
月
日
日
煙
の
お
そ
ろ
し
さ

加
日
ピ
ル
火
災
の
お
そ
ろ
し
さ

幻
日
地
慢
に
備
え
て
一
人

一
火

点地
盤
に
備
え
て
高
下
物
に

注
意

デ
マ
が
デ
マ
を
呼
ぶ

避
難
は
徒
歩
で

総
富
山
テ
レ
ビ

，， // 7
月
4
日

// 々// 

機
北
日
本
放
送

25 
日

ガ
ス
爆
発
を
防
ぐ

（
毎
週
木
曜
日
放
送
U
午
前
8
時
か
ら

6
月
間
日

午
前
8
時
5
分
ま
で
）

。同月
げ
日

// 7
月
1
日

// ’r ’F 
，， 

災山
首
と
衛
生

地
位
と
家
具
の
腔
き
万

24 
El 

ま
ち
の
防
波
研
究
家
を
た

8 
日

す
ね
て

わ
が
家
の
防
災
対
策

非
常
持
出
口
聞
を
点
検
し
ょ

A
J
 

15 
｜ー一｜

応
急
手
当
（
そ
の
一
）

お
ぼ
れ
た
と
き
の
人
工
呼

22 
1ゴ

｜！志｜長； l股
ぷ，U

骨 手 Jヒ手・
却r~r Jfrl当

I :f I ~ 
のの

29 
1ヨ
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新
緑
の
三
峰
台
地
で

山
菜
汗
に
舌
つ
づ
み

ー

恒
例
の
歩
こ
う
会
H
H

朝
日
町
体
育
協
会
、
朝
日
町
教
育
委
員

会
主
催
の
歩
ζ

う
会
が
、
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
五
月
九
日
、
町
内
の
老
若
男
女
約

二
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
三
十
分
に
泊
小
学
校
前
を
出

発
し
た

一
行
は
、
新
緑
の
佐
川
深
谷
を
満

喫
し
な
が
ら
三
時
台
地
ヘ
向
け
て
行
進
、

途
中
、
町
術
史
名
勝
七
慣
路
の
最
観
を
楽

し
ん
で

一
人
の
協
と
者
も
な
く
問
的
地
に

到
指
し
ま
し
た
。

う
ら
ら
か
な
育
担
の
も
と
、
山
菜
汁
に

舌
つ
づ
み
そ
打
ち
、
ワ
ラ
ビ
と
り
に
興
じ

た
り
し
な
が
ら
、
午
後
間
保
地
区
を
経
て

下
山
、
数
会
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
三
降
台
地
で
の
中
食
V

報・広悶和WPS月 8日一，g3種郷便物11.?可ー

.. 

夏
山
シ
ー
ズ
ン
で
す

い
た
ま
し
い

11 I 
岳

！？護
ト事
三故
品を
つ

昨
年
、
北
ア
と
ア
ス

一
裕
で
は
、
夏
山

史
上
最
高
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
、
富
山

県
だ
け
で
も
五
十
七
件
、
死
者
十
五
名
と

い
う
い
た
ま
し
い
避
難
が
あ
り
ま
し
た
。

ζ

れ
ら
の
原
悶
を
み
ま
す
と
、
僻
m
謀
登
山

・や
経
験
不
足
、
不
注
意
が
招
い
た
も
の
が

大
半
で
す
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
叫
解
け
が
早
く
、

霊
山
シ
ー
ズ
ン
も
民
く
な
り
、
由
説
山
将
の

地
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
耳
山

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
森
山
さ
れ
る
万
は
、
い

た
ま
し
い
山
岳
・避
難
事
政
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
ζ

と
を
守
り
楽
し
い
登
山
を
し
ま
し

ト
A

由
民
J

。

加）伺仰1) (:o）同（→

無
理
な
計
画
、
日
程
は
組
ま
な
い

目
的
の
山
を
よ
く
研
究
す
る

単
独
張
山
は
し
な
い

景
山
耐
は
か
な
ら
ず
躍
出
す
る

食
糧
、
装
備
は
十
分
に

景
山
コ
l
ス
外
や
、
危
険
地
帯
へ
入

ら
な
い

気
象
状
況
に
注
意
し
、
正
確
に
判
断

す
る

引
き
返
す
勇
気
と
、

留
ま
る
勇
気
を

も
っ

地
元
の
人
や
、
小
屋
の
人
の
意
見
を

よ
く
聞
く

八
写
真
は
遭
難
者
の
教
助
V

tt) 判。。

宮
崎
・
蛭
谷
で

青
少
年
の
集
団
に
よ
る
各
種
の
活
動
を

通
じ
、
地
補
償
の
伝
統
の
継
及
、
発
展
を
図

っ
た
り
、
地
域
の
盟
か
な
生
活
環
境
を
醸

成
し
よ
う
と
、
県
・
町
の
教
育
委
員
会
で

は
、
問
崎
地
区
、
庇
谷
地
区
の
背
少
年
を

対
象
に
、「
ふ
る
さ
と
ヤ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
内
絡
で
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

＆
V

海
の
コ
l
ス

（宮
崎
地
区〉

縫
児
舞

・
宮
崎
歌
舞
伎
の
伝
統
継
京

保
存
、
城
山

・
鹿
島
樹
蝦

・
海
岸
の
清

掃
美
伯、

宮
崎
城
・
浜
山
遺
跡
の
学
習

調
査

A

守
山
の
コ

l
ス

（蛭
符
地
区
）

パ
タ
パ
タ
茶

・
紙
（
蝦
谷
紙
）
す
き

の
伝
統
継
承
保
存

タ
コ
は

地
元
の
店
て

買
い
ま
し
ょ

う

タ
バ
コ
消
費
税
は
、
課
税
牒
般
相
（
古
川

渡
本
数
x
四
円
六
十
七
銭
四
一
回
）
に
百
分

の
十
八

・一

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

専
売
公
社
で
は
、
小
売
業
者
に
売
渡
し

た
タ
パ
コ
本
数
を
各
市
町
村
別
に
集
計
の

う
え
、
タ
バ
コ
消
費
税
を
各
市
町
村
に
交

付
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
タ
バ
コ

二
十
本
入

一
箱
に
つ
き
十
六
円
九
十

一
銭

（
一
志
当
り
の
税
金
は
八
＋
四
銭
五
鹿
〉が

市
町
村
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

朝
日
町
で
は
五
十
年
三
月

t
I十
一
作

二
月
ま
で
に
約
四
千
三
百
万
木
売
れ
、
町

に
約
三
千
四
百
万
円
の
収
入
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
旅
行
や
出
張
さ
れ
る
方
は
、
朝

湊
さ
ん
に
感
謝
状

県
市
町
村
選
管
連
合
会

五
月
十
八
日
、
滑
川
市
で
開
催
さ
れ
た

富
山
県
市
町
村
選
挙
管
理
蚕
民
会
連
合
会

の
総
会
の
席
上
で
、
喪
鱗

郎
さ
ん
（
前
朝
日
町
選
移
管

理
委
員
会
委
員
長
）
が
感
謝

状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

湊
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五

年
か
ら
退
任
さ
れ
る
昨
年
ま

で
の
十
五
年
間
、
選
挙
事
務

の
円
滑
な
管
理
執
行
と
、
背

年
、
婦
人
層
を
対
象
と
し
た

白
川
の
F
パ
コ
属
さ
ん
で
賀
っ
て
で
か
け

(5) 

ま
し
ょ
う
。
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－
az

－－－－

体
育
指
導
委
員
の
補
充

次
の
万
が
、
新
た
に
体
育
指
摘
停
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

大
合

肇

（
大
家
庄）

居－
波

（泊
三
区）

洋
子

社
会
教
育
委
員
の
補
充

次
の
h
H
が
、
新
た
に
社
会
教
育
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

士ヲ｜：

努
雄
（
朝
日
町
体
育
協
会
）

越
間
利
志
雄
〈
朝
日
町
迎
合
青
年
間
〉

広
Jll 

尚
情
（
P

T
A
連
絡
協
議
会
〉

L
i－－桜一般吹葬祭岩出話礼治
t

三
H

a

積
極
的
な
濯
拳
啓
発
に
功
績
が
あ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

〈
写
真
は
接
、
粥
郎
さ
ん
V

会

－h
u
A3J”

に

ae

－－
d

・・
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

五
箇
庄
小
学
校
プ

l
ル
強
段
工
・

工
事
費

一
、
九
六
六
万
円
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同
団
関
語
臼

青
年
教
育
に
つ
い
て

活
発
な
意
見

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
地
区
社
会

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
去
る
五
月
十

二
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
公
民
館

関
係
者
研
修
会
を
聞
き
、
本
年
度
重
点
目

標
と
事
業
の
雌
進
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
が
、
特
に
青
年
教
背
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
県
公
連
事

務
局
長
岩
減
敏
雄
先
生
の
講
話
を
聞
き
有

意
義
に
研
修
を
終
り
ま
し
た
。

な
お
、
得
地
区
に
お
い
て
公
民
館
活
動

に
直
接
従
事
さ
れ
る
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
か
ら
皆
さ
ん
の
協
刀
を
お
ね
が
い
し

ま
す
。

泊 m： 宮 境野山 大間五
家問

中崎庄保庄

野大沢笹境
家簡

rド圧配川 川崎

館

長

水
島
近
太
郎

九
里

道
守

折

谷

隆

一

住
岡

桁
力

主

事

兵

庫

俊

春

九

皇

道
守

小

塚

芳

純

寺
山
利－
X
R

三
郎

英
倍

良
二

安
治茂

大九川米西
野 里上正問

川 山 弓 rM土
瀬民！！野 ；J<府

亀留弼 正~
吉作 一 雄官ti

書

記
，，、由河竹 水
川 :JI：村内島
維久俊 一
帯 山蹴 宏 行

山間 泊宮
崎 保 崎

大
浜
清
雄

西
岡
良
則

谷
口
宗
次

中
野
義
問

h
v
体
協
だ
よ
り
修

「「白
楽球
し を
く汗追

ニみて
スれ

む

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
明
る
い
生
活
づ

く
り
を
」
を
λ

ロ
1
ガ
ン
に
、
朝
日
町

教
育
委
員
会
、
朝
日
町
体
育
協
会
で
は
、

乙
と
し
も
八
コ

1
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ト
7

プ
を
切

っ
て
、
朝
日
町
で
は
初
め
て
の
テ
ニ
ス
教

室
が
、
五
月
十
七
日
か
ら
十
日
間
、
泊
高

校
コ
l
ト
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
し
た
初
心
者
、
初
級
者
を

主
と
す
る
こ
十
名
の
受
講
者
は
、
朝
日
テ

ヱ
ス
ク
ヲ
プ
員
の
酷
熱
心
な
指
導
の
も
と
嵯

目
、
タ
勝
れ
に
白
球
の
見
え
な
く
な
る
の

も
忘
れ
て
コ
1
ト
を
と
び
ま
わ
り
、
肢
後

に
は
、
初
め
て
の
人
で
も
ど
う
に
か
試
合

を
楽
し
め
る
ま
で
に
上
達
し
ま
し
た
。

朝
間
野
球
大
会

二
十
五
チ

i
ム
参
加

朝
日
町
体
育
協
会
、
朝
日
町
野
球
辿
山

主
催
の
第
五
回
朝
日
町
朝
間
野
球
大
会
は

町
内
の
野
球
慶
好
チ
1
ム
二
十
五
チ
1
ム

が
参
加
し
て
五
月
二
十
四
日
か
ら
開
幕
、

下
新
川
郡
大
会
へ
の
出
場
権
を
め
ざ
し
て

熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
大
会
は
、

七
月
二
十
四
日
ま

で
日
臨
日
を
除
く
師
制
．
五
時
一一
．
卜
分
か

ら
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
ね
れ
て
い
ま

す
。

第
二
十
一
回

町
民
庭
球
大
会
成
績

（
五
月
十
六
日
・
泊
高
校
コ
l
ト
）

(6) 

V
男
子
－

s

①
探
松
正
春
・
長
井
琢
雄
組
（
笹
川
・

泊
一
区
）
①
本
村
明
男

・
稲
村
功
組

（
泊
三
区
）

V
男
子
二
楊

①
神
谷
知
明

・
森
紀
喜
（
泊
三
区

・
泊

病
院
ニ

ω山
崎
秀
行
・
水
島
静
夫
（
泊

三
区

・
宮
崎
）

V
女
子
の
傷

①
中
川
好
枝

・
板
本
富
子
（
泊
二
区
・

泊
病
院
）

タ
ン
ス
に
貼
っ
た
シ

l
ル
を

は
が
す
に
は

ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
る
と
協
が
つ
い
た
り
、

跡
が
残
っ
た
り
す
る
の
で
、
倍
ぐ
ら
い
に

薄
め
た
酢
を
脱
脂
綿
に
ふ
く
ま
せ
、
よ
く

ふ
く
か
、
し
ば
ら
く
シ
ー
ル
の
上
に
の
せ

て
お
く
と
き
れ
い
に
と
れ
ま
す
。

r-s月の町内交通事故数・・－，

I 月 件数死封負傷者 i 

L.-..一交通ルールを守ろう ・・ー ・・ー．｜

8 

8 

16 

。
。
。

8 

4 

12 

1～4月

本年累計

5月
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な
町
営
住
宅
が
空
き
ま
し
た

入
居
申
し
込
み
受
け
ま
す

桜
町
旭
ケ
丘
の
町
営
住
宅
が

一
一
円
余
家

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
入
居
を
希
翠
さ
れ

る
方
は
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
入
間
希
望
の
巾
し
山
を

さ
れ
た
方
も
、
乙
の
受
付
期
間
中
に
巾
し

込
ん
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
州
せ
ん
と

し
ま
す
。

V
入
居
資
格

一
、
朝
日
町
に
住
所
を
有
す
る
者

二
、
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
者

三
、
現
に
住
宅
に
困
桝
刑
し
て
い
る
者

四
、
基
準
で
定
め
る
収
入
の
あ
る
者

玉
、
家
賃
滞
納
そ
の
他
に
つ
い
て
保
誠
人

の
あ
る
者

V
受
付
期
間

六
月
二
十
一
日
（
月
）

t
二
十
六
日
（
土
）

V
申
し
込
み
先

朝
日
町
役
場
建
設
部
（
営
内
線
二
九）

さ報一…… あ昭和32年 8月 8日 時
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社
会
保
険
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

健
康
保
険

・
年
金
な
ど
、
社
会
保
険
に

関
す
る
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
通
算
で
十
年

以
上
掛
金
し
て
お
い
で
に
な
る
万
に
は
、

年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。

V
と

き

七

月
十
六
日
午
前
十
時
三
十

V
と
こ
ろ

V
相
談
員

分
か
ら

例
日
町
臓
工
会
館

魚
崎
伸
社
会
保
険
事
佐
何
品
川

泊
繭
相
談
員

ボ
不
用
品
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

昨
年
実
施
し
て
好
評
を
隠
し
た
不
用
品

交
換
会
を
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ふ
と
っ
て
ζ
活
用
く
だ
さ
い
。

V
日

時

六

月
二
十
じ
臼
（
日
）
午
前
十

十
d
u
、
〈
「
γ
弘
文
叫
『
叶
＃
ザ

H
H

f

・－uuvHunMF

朝
日
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

V
会
場

タ
ー

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課

へ
（
雪
内
線
二
ニ
）

や

ス
ポ
ー
ツ
行
事

V
第
二
十
六
回
二
市

一
邸
中
学
駅
伝
鮪
走

期

日

六
月一
二
十
日
（
水
〉

出

発

牛
後
二
時
泊
病
院
前

V
第
二
十
一一一回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

期

七

月

三

日

、

四

日

（

土

・
日〉

会

朝

日

町

各

会

場

日場

務
朝
日
岳
の
歌
、
作
曲
を

募
集
し
て
お
り
ま
す

お
花
畑
に
か
こ
ま
れ
た
朝
日
岳
、
乙
の

女
性
的
な
山

「
朝
日
陪
の
歌
」
の
作
曲
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

作
詞
は
、
間
部
善
治
先
生
の
も
の
で、

是
非
す
ば
ら
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て

下
さ
い
。

－v応
募
先

朝
日
町
山
崎

大
迎
撃
山
保
勝
会

（
山
崎
郵
便
局
内
）

保 V
勝なおi'i
会お ，
へ、 t;JJ
（詳
き細
四に
｜ つ
i¥ v、
問て

8は
）大

Ji: 
1在
Ill 

八
月
三
十
一
円

今
近
く
職
業
電
話
帳
を

配
布
し
ま
す

ち
か
ぢ
か
商
業
用
電
話
の
す
べ
て
の
職

業
を
業
績
別
に
分
類
し
た
、
戦
業
別
電
話

帳
を
配
布
し
ま
す
。

お
買
物
案
内
、
営
業
案
内
と
し
て
ご
利

用
願
い
ま
す
。
（
朝
日
電
報
電
話
局）

v 、
① ① h毎 日 マ 湯日マ h毎日 V

場自主毎白交 所 持心所 時 人 所 時 行 相
所時所時 事通 配 備 政 ＝米

朝毎 ご 朝午六 法 朝 白火

魚津十午曲第部市黒牛時前十車－ ι~ ーe 目午前十週 組と 日後月十 律相 臼前時午十毎月第 朝読

県臨時t第コ所役 lてそ第コ市 潟筒出 O三l 町描担セt時午t火曜日 陵 町福祖セt時t五日 圃 町縞祉セ 午t火醸 」こ: 二

容草木盃月相 五ン 後 ン2 ン後日 案
庁 三曜三曜談七夕 三 タ閤 タ三 内
合時 日 時 日 六 l時 1時 l時

.._ _... 

V
大
家
圧
小
学
校
へ

O
金
山
金
井
伊
三
松
氏
か
ら
キ
ヤ
ン

プ
用
テ
ン
ト
（
十
人
用
）
一

張

V
山
崎
小
学
校
へ

O
昭
和
五
＋
年
度
卒
業
生

一
周
か
ら

位向
縞
棚
二
台

O
山
崎
永
口
栄
治
氏
か
ら
炊
事
用
流

し
台
（
家
庭
斜
突
習
用
）

二
台

。
山
崎
小
学
校
P
T
A
（代
表
永
口
栄

治
氏
）
か
ら
児
童
用
図
書
二
十
冊

O
千
葉
県
流
山
市

中
島
智
喜
氏
か
ら

児
撃
用
図
書
九
十
．1
冊

V
境
小
学
校
へ

0
．出爪
郎
安
協
精
ニ
氏
か
ら
児
童
用

凶
曾
百
二
十
冊

（附
利
五
十
一
年
五
月
十
五
日
現
在
）

あ
す
こ
や
か
に

（
赤
ち
ゃ
ん
属
生
）

草上。中東中境
道道草

野下 下野町

水

島

和

彦

谷

口

通

由

岡

本

信

夫

根

建

定

義

岩

弁

勇

小
浜
甲
子
美

追

分

忠

男

長長長長 二長長
男女男男 男男男

由 悟 閉慎公雅

尚撃忠 一 也緒樹

赤b
v
 

高羽h
q
 

辻
特
崎

山
崎
新

大
家
庄

金

山

下
山
新

窪

田 ) 11 入品

新

田

恒

也

窪
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み んなの保健
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（決められた日時に受けられない方川
最 寄 り の 会 場 で 受 け て く だ さ い。 } 
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業 ｜対象者

結級 住 民 検珍 ！

月6 く

事

核

予

防

結

今
月
は
町
県
民
税

（第 m「τ「扇itr
午後 1:30～ 3:00 

疾

期
、
J
） 一橋

一

帳

一

手
金
一

子

一

氏
彩

母子手帳持参

母子手幅持容

1.200円検 査 料

小川｜中学校

病

保

子

母

樹~I：センター｜母子手帳持参

｜；神田町検橋｜血圧検 診
｜午後 l:00～ 3:00 
｜ 肌圧検診
午後 3:00～ 4:30

血圧検 診
午後 1:OD～ 3:00 

の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
納
め
末

母子 手 帳持参福祉センター

大家庄小’学校

結核 住 民 検診

鍵

結

綾

食 ｜キァチンカーによる

芸 ｜栄養実習

成
人
病

血圧検 診
午後 1:cio～ 3:00 

泊病院前

福祉センター

福祉センター

14(7J<) 

22（木〉

9（命〉

9（金）

層人婦

予

防
レ
ょ
う
。

泉照寺道下

老人手帳持委主五箇庄小学校
ω
一ωw

n
w
d
v
n
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u
 

nJa

－
 

以歳65 四戸、
tヲシ検人老

7
1
n
H
u
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n
u
 

老人手帳持参

(8) 

健
康
づ
く
り

栄
養
教
室
に
学
ん
で

蛭谷分校

五
箇
庄
地
区
間
開
人
会
で
は
、
疾
病
予
防

と
栄
養
改
欝
の
必
要
性
を
感
じ
、
健
康
づ

く
り
運
動
を
婦
人
会
活
動
の
一
環
と
し
て

と
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
の
栄
義
教
室
で
学
ん
だ
婦
人
会

の
活
動
状
況
を
主
婦
の
感
組
文
と
し
て
報

告
し
ま
す
。

「
昨
年
の
四
月
か
ら
、
五
箇
庄
地
区
健
康

づ
く
り
「
栄
養
教
室
」
が
開
か
れ
、
私
の

よ
う
な
年
寄
り
が
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に

や
れ
る
だ
ろ
う
か
と
迷
い
な
が
ら
も
、
と

の
一
年
間
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夫
婦
二
人
の
生
活
な
の
で
、
少
し
で
も

長
く
健
康
で
働
き
た
い
願
い
で
、
ま
ず
食

生
活
の
改
普
か
ら
と
、
仲
間
入
り
を
決
意

し
た
次
第
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
毎
日
の
お
か
ず
は
、

無
意
識
の
う
ち
に
栄
挫
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
は
、
主
人
も

血
圧
の
楽
を
飲
ぎ
な
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。今

ま
で
習
っ
た
乙
と
を
、
自
分
な
り
に

栄
後
側
の
宙
開
い
、
お
い
し
い
料
理
作
り
で

せ
い
ぜ
い
長
生
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

栄
養
教
室
は
、
五
十
の
手
習
い
で
し
た

が
、
有
害
食
品
、
健
康
診
断
、
貧
血
検
査
等
、

一
環
さ
れ
た
管
還
の
中
で
の
勉
強
で
知
っ

た
ζ
と
、
健
康
に
対
す
る
関
、心
、
栄
養
に

対
す
る
心
く
ば
り
の
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
っ
た
こ
と
を
傑
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
」


